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講演要旨
近年、毒性評価に用いられるモデルはより複雑性の高いものが求められており、そのようなモデルを自動的かつ均一に調製するような技
術もまた求められています。モレキュラーデバイス社は、AI画像解析を活用した画期的なオルガノイド自動培養システムとハイコンテント
イメージングシステムを併用し、ヒトの生理を模倣したモデルのハイスループットな 3D毒性スクリーニングに取り組んでいます。
MIMETAS社のOrganoPlate®システムは、シンプルな構造ながら高度な生体機能を再現できるMPS技術として、毒性評価の革新に
貢献しています。本セミナーでは、両社のシステムの応用例と可能性についてご紹介します。
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• 従来の in vitroモデルに限界を感じていませんか？ 

新しい選択肢、ここにあります。

• 実績多数。世界の製薬企業が選んだ技術を体験！ 

グローバルで採用される理由を、直接ご覧ください。

• 最先端のMPS培養組織モデルの利用事例を紹介 

Organ-on-a-Chip技術によるリアルなヒト正常・疾患を 

使った毒性試験事例をご覧いただけます。

• ご相談ください、あなただけのカスタムモデル。 
確立された培養モデルからカスタマイズまで、 
幅広くご提案します。

このような課題をお持ちの方は、 
ぜひお立ち寄りください。

• iPS細胞や 3Dオルガノイドの培養自動化に関心のある方

• 自動化技術を用いた再現性の向上に取り組んでいる方

• 3Dモデルのイメージングアッセイでスループットを改善したい方

• ハイコンテントスクリーニングにおいてセグメンテーションに 
課題を感じている方


